
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ククノ

ソロリティ

バロック

バロック

19

0

煉獄

9
空虚(α‐50)

助手(α‐98)

既視感(-)

本当の自由(-)

フィナーレ(-)

何も実感できない毎日。退屈すらなく、あなたは周囲に流されるだけの人形。なんとなく生きているだけ。何の充実も感じられない。今、あなたはほのかな充実を感じている。たとえ危険や恐怖に濡れていても。

己が実験台になると思わず、誰か……おそらくネクロマンサーの研究を、手伝っていた。あなたの中にはその技術や研究の一部がまだ残っている。自身の身体がどうなったかも、残酷なほどわかってしまう。

目覚めた時から違和感があった。 自分はこれらを知っている。 目の前にいるナンカの顔にも、声にも、言葉にも全て覚えがあるのだ。 多分この部屋も、部屋の外も、 自分にとっては初めてじゃない。 だが、どうしてそう感じるのか…。 分からない。

『もう充分すぎるほどに付き合った。』 そんな言葉が頭の中を横切った。 多分これは自分が以前に思ったことだ。 …そう。覚えている。 アンナが行き詰まったと言って。 だから自分は面白いものを用意しようと買って出たのだ。 自分はこの美術館の何処かに面白い展開を隠した。 美術館から出るだけでは…、恐らく意味がないのだ。 それをやらなくてはいけない。 あの機械を壊さなくてはいけない。 それをやれば本物の自由が手に入るのだ。

停滞した物語にメタ的なネタばらしは、実にいいスパイスになる。 この部屋をわざわざ用意した甲斐があった。 このサプライズをアンナはどう思うだろう。 もしかすると、とても困っているかもしれない。 そりゃそうだ。 アンナはこの物語を繰り返し、参加者に提供したいのだから。 だが、もう飽きてしまった。 だから、この退屈を本当の意味で終わらせてしまおう。 ここまで順調にあの機械を運び出せるだなんて思わなかったが、やはり現場の信頼とはいいものだ。 あの機械…『干渉装置』を破壊してしまえば外に出ても意識を失うことはないし。記憶を書き換えられることもない。 つまり、自分たちは個人というものを取り返せるのだ。 きっとこれを見てる参加者達も胸を躍らせているはずだ。 この一度限りのフィナーレを体感できるんだ。面白いに決まっている。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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狂気点で振りなおす時、姉妹が自身へ対話判定を振れる。

肉体の判定+1

肉体、白兵の攻撃力+1

変異3取得

2

1

肉弾攻撃１

ホラー、レギオンの自身以外への攻撃判定‐1

自身がダメージを負った時、未練を一つ消す。

肉弾攻撃１

支援１

移動１

肉弾攻撃1+連撃1

アクションマニューバの使用。

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

支援1

移動１

移動１

妨害１

ターン終了、戦闘終了時にこのパーツを修復。
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